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古墳弁当 古墳オムライス 古墳コロッケ 

吉備津彦
きびつひこのみ

命
こと

による鬼退治伝説は、実は大和
や ま と

（現在の奈良県）と吉備（現在の岡山県と広島県の東側）の

対立を反映したものと言われています。『古事記
こ じ き

』『日本
に ほ ん

書紀
し ょ き

』の内容などから、吉備は大和に対抗してい

たとみられ、こうした歴史をもとに吉備地方に伝わる古代の鬼、温
う

羅
ら

が吉備津彦命と戦い敗れるという伝

説が生まれたようです。 

また、吉備が大和に対抗できる強大な勢力であったことは、巨大な墓の存在からもうかがえます。特に

「吉備の三大古墳」と呼ばれる造山
つくりやま

古墳（岡山市）・作山
つくりやま

古墳（総社市）・両宮山古墳（赤磐市）は、小

高い山と見間違うほどの大きさで近畿地方の大王墓にも匹敵
ひってき

します。 

「桃太郎伝説」の生まれたまち おかやま 

～古代
こ だ い

吉備
き び

の遺産が誘
いざな

う鬼
おに

退治
た い じ

の物語～ 

令和３年１０月から１２月にかけて、岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市では、日本遺産とコ

ラボレーションした特別なグルメを販売していました。赤磐市では、３店舗の飲食店が日本遺

産の構成文化財である両宮山古墳にちなみ、古墳グルメを販売。皆様のご協力で日本遺産が盛

り上がりました。 

残念ながら、古墳弁当と古墳オムライスは期間限定のため販売が終了しましたが、両宮山古

墳のすぐ南にある「肉の太田」ではおやつ感覚で食べられる「古墳コロッケ」を販売中です。 



 

 

令和３年度 両宮山古墳工事現場説明会を行いました 
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令和４年１月２２日に現場説明会を行いまし

た。小学生から７０代まで幅広い年齢層の方々が

参加し、職員の案内で古墳を巡りながら、墳丘に設
もう

けられたフトンかごなどの様子を見学しました。 

工事現場の状況や普段見ることのできない内濠

を間近に見て、保存工事の必要性を改めて認識す

る貴重な機会となりました。 

両宮山古墳は、長さ２０６ｍの墳
ふん

丘
きゅう

に二重の

周
しゅう

濠
ごう

を備えています。外
がい

濠
ごう

は現在一部水田の地

下に埋まっていますが、内濠
ないごう

は農業用のため池

として水をたたえ、この古墳独特の美しい景観

を生みだしています。 

一方で、水をたたえた内濠は墳丘裾
すそ

を徐々に

浸食し、崩壊の危機に瀕
ひん

しています。そこで両宮

山古墳を守るため内濠の整備工事を平成２９年

度から毎年行っています。 

馬屋 和田 

令和３年度工事の完了状況（前方部） 

説明の様子 ←フトンかごの枠 

ローカルアラカルト vol.④ 馬屋・和田の常夜
じょうや

燈
とう

 
 

 馬屋
ま や

と和田の道端に立つ石
いし

灯
どう

籠
ろう

を知っていますか？ 

この石灯籠は常夜燈（街道沿いなどに置かれ、夜間の安全

のため一晩中付けておく灯
あか

り）として、文化年間（約２０

０年前）に倉敷
くらしき

往来
おうらい

沿いに置かれました。 

 倉敷往来は岡山城下から牟
む

佐
さ

・馬屋・町
まち

苅田
か ん だ

・周匝
す さ い

を経
へ

て美作
みまさか

倉敷（現・林野
はやしの

）へ至る道で、当時の主要な道の一

つでした。この２基の常夜燈は、馬屋から和田の山際を通

って足王神社へ続く倉敷往来を今へ伝えてくれます。 


